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本研究では，オシレータからのパルス幅 20 fs，エネルギー4 nJ，繰返し周波数 75 MHzの超短
パルスをチャープパルス増幅を用いて 1 mJまで増幅し，さらに自己位相変調を用いたスペクト
ル幅の拡張により sub-10 fsのパルス幅の超短パルスレーザーを作製し，これを鉛試料へ集光す
ることで高時間分解能でのWarm Dense Matter物性の測定を行うことを目標とする． 
チャープパルス増幅には，Ti:Sapphire結晶を用いた 12 passマルチパス増幅を用いた．ポン
プ光源には Q-Switched Nd:YLF Laserの二倍波出力(1.14 kHz，8 mJ)を用い，まず SF-57 Heavy 
flint glassの分散により広げられたパルスに対し 6 passの増幅を行う．この際の 1 passあたり
の利得は 9.5 dBであった．このパルス列をポッケルスセルを用いたパルスチョッパーによって繰
返し周波数を 1.14 kHzにまで落とし，更に 6 passの増幅を行った．この際の 1 passあたりの利





 今後の展望として，本研究で増幅されたパルスを用いて sub-10 fs超短パルスレーザーを作
製し，ポンプ-プローブ測定を行う予定である．  
 
